
基準数値

基準年度
環境保全行

動計画
（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

1
二酸化硫黄
（ＳＯ２）

環境基準の
達成維持

環境基準達成
（5/5地点）

2
二酸化窒素
（ＮＯ２）

環境基準の
達成維持

環境基準達成
（4/4地点）

3
浮遊粒子状
物質
（ＳＰＭ）

環境基準の
達成維持

環境基準未達成
（5/5地点）

4
光化学オキ
シダント
（Ｏｘ）

環境基準の
達成維持

環境基準未達成
（0/4地点）

5
８７３基
（Ｈ１４）

１，８９３基 １，８９３基 １，６１９基

6
環境基準の
達成維持

環境基準達成
(大気1地点、土壌1地点)

環境保全課 ２地点で実施

水源管理課 １２地点で実施

8 下水道建設課
４８．９％
（Ｈ１４）

― ５７．１％ ５３．７％

9
５７か所
（Ｈ１６）

６０か所 ６０か所 ５１か所

10
２２人

（Ｈ１６）
２５人 ２５人 ３８人

7 地下水調査

自然農園開設箇所数

水質の定期調査

環境基準の達成維持

環境基準の達成維持

番号

環境基準の達成維持

認定農業者数

公共下水道人口普及率

水質・水位の定
期調査

水位の定期調査

農林水産課

１　目標設定項目の進捗状況

　環境基本計画、環境保全行動計画では、６つの計画目標ごとに数値目標を設定しています。各項目
の目標数値及び平成２０年度の進捗状況は次のとおりで、達成、達成可能、未達成の三段階で自己評
価し図で表しています。

①暮らしを大切にするまち（生活環境の保全）

　公共下水道の普及については、災害後の予算削減と雨水整備を先行しているため目標達成は難しい状況と
なっています。合併処理浄化槽の設置についても予算削減により目標を達成できませんでした。大気汚染物質
については、自動測定機により常時監視しており、三項目は環境基準を達成していますが、光化学オキシダント
が環境基準を達成していません。この原因としては、測定時の気象条件や大気中自動車や事業所から排出され
る窒素酸化物等の影響が考えられます。

自己評価の基準： 達成　　　　  　　　  　　達成可能　　　　　   　       　未達成

評　価

合併処理浄化槽設置基数
（補助対象累計）

ダイオキシン類の環境
調査
（大気・水質・土壌）

項　　　　目 担当課

環境保全課

Ｈ２０年度
進捗状況

大気汚染
物質の環
境濃度の
目標値

環境基準の達成維持

目標数値

環境基準の達成維持
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基準数値

基準年度
環境保全
行動計画

（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

11 環境保全課 ― ― ２分類 未実施

12 都市計画課
５９．１％

（Ｈ７）
― 現状維持 現状維持

13

尻無川３．６ｍｇ／ｌ

　（Ｈ１３）

東 　川４．３ｍｇ／ｌ
　（Ｈ１３）

― ３．０ｍｇ／ｌ

尻無川
５．２ｍｇ／ｌ

東 　川
６．１ｍｇ／ｌ

14
３１．０％
（Ｈ１４）

― １００％
１００％

（1２/1２）

15 防災安全課
１５．６％
（Ｈ１５）

１００％ １００％ １００％

基準数値

基準年度
環境保全
行動計画

（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

16 都市計画課
１０．７㎡
（Ｈ１４）

１０．８㎡ １０．８㎡ １０．７㎡

17 環境保全課 ― ５か所 ５か所 ３か所

18

建築課
学校教育課
社会教育課
区画整理課

緑化面積の増加
増加（区画整理事

業）

19
体育文化課

別子銅山文化
遺産課

良好なデザイン
の説明板整備

１３件
良好なデザインの説明板

整備
指定文化財等の説明板
整備

公共施設の緑化

目標数値

生き物調査とリストの作成

ビオトープの創出か所数

緑化面積の増加

尻無川・東川の水質改
善
（ＢＯＤ）

項　　　　目 担当課

海域の環境基準達成率
（ＣＯＤ）

自主防災組織の組織率

市民一人当たりの都市
公園等面積

評　価
Ｈ２０年度
進捗状況

緑被率

Ｈ２０年度
進捗状況

環境保全課

　公共施設の緑化については、区画整理事業で街路樹等の植栽が始まり増加しています。今後は公園や緑地の
整備も行う予定であり、緑化面積は増加する予定です。その他の各項目は予定どおり進捗しています。

番号

③まち並みを大切にするまち（魅力ある都市空間の形成）

目標数値

項　　　　目 担当課

②自然を大切にするまち（自然環境の保全）

番号

　生き物調査とリストの作成については、現在のところ進んでいません。緑被率と海域の環境基準については目
標どおり進んでいますが、尻無川、東川の水質改善は図られていません。特に尻無川については基準年度より
悪化しており、ごみや生活排水が原因と考えられます。自主防災組織の結成は順調に推移し、目標値を達成し
ています。

評　価
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④資源・エネルギーを大切にするまち（循環型社会の形成）

基準数値

基準年度
環境保全
行動計画

（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

20 環境保全課
５，２９５ｋｗｈ

（Ｈ１４）
６，４１４ｋｗｈ ６，４１４ｋｗｈ ５，３９２ｋｗｈ

21 管財課
３台

（Ｈ１４）
２０台 ２０台 ３６台

22 水道局工務課
８７．６％
（Ｈ１４）

８９．４％ ８９．４％ ９０．８％

23
１，５２１ｇ
（Ｈ１４）

１，１０８ｇ １，１０８ｇ １，０８８ｇ

24
７．７％
（Ｈ１４）

１３．９％ １３．９％ １６．６％

25 ― ７０店舗 ７０店舗 ３３店舗

26
グリーン購入の

推進
グリーン購入率

８２％

27
学校教育課
環境保全課

学校版ＩＳＯ認証
学校の増加

３校

28 市民活動推進課
３４件

（Ｈ１５）
１００件 １００件 ７８件

＜スクールエコ認定式＞＜中央公園噴水＞

市の事務用品のグリー
ン購入

学校版ＩＳＯ認証学校

里親登録件数

グリーン購入の推進

学校版ＩＳＯ認証学校の増
加

　市民一人一日当たりのごみ発生量は、目標を達成できました。平成１８年４月に６種分別から９種分別に変更し
たことが浸透し、リサイクル率は大幅に増加したことで、ごみ発生量が減少したものと考えられます。が、全国平
均や愛媛県の平均と比較すると、依然ごみが多い状況が続いており、今後もごみの減量化を図る必要がありま
す。

環境保全課

資源ごみのリサイクル率

番号 項　　　　目 担当課 評　価

目標数値
Ｈ２０年度
進捗状況

一般家庭年間電力消費
量
（一世帯当たり）

ごみ減量課

市民一人一日当たりの
ごみ発生量

市の公用車への低公害
車等の導入
（累積数）

上水道有収率

にいはまグリーンショッ
プ認定店舗数
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⑤かけがえのない地球を大切にするまち（地球環境の保全）

基準数値

基準年度
環境保全
行動計画

（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

29 ― ２００世帯 ２００世帯 ２２４世帯

30
３０，０５０ｔ-CO2

（Ｈ１５）
５％減

２８,５４７ｔ-
CO2

（５％減）

３２，５４４ｔ-ＣＯ２
（１４％増）

基準数値

基準年度
環境保全
行動計画

（Ｈ２０年度）

環境基本計画
中間年

（Ｈ２０年度）

31 環境保全課
４団体
（Ｈ１４）

６団体 ６団体 ６団体

32
環境保全課
ごみ減量課

市民活動情報
の提供

広報誌、ｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ、CATV等による
市民活動情報の提
供の実施

市民活動情報の提供

温室効果ガス総排出量
（市の事務事業）

環境家計簿の利用状況

こどもエコクラブの推進

広報誌や情報誌、イン
ターネットなどによる市
民活動情報の提供

番号

番号 項　　　　目

　市の事務事業における温室効果ガスの総排出量については、廃プラ焼却量の増加により大幅に増え、中間目
標は達成できませんでした。環境家計簿の利用状況については、さらに積極的な取り組みが必要です。

⑥人を大切にするまち（環境教育・学習の推進）

　市政だより等で市民活動情報を提供しましたが、今後は市民参加型の環境活動情報を提供する工夫が必要と
考えます。こどもエコクラブの推進では、目標団体数を達成できました。

評　価

評　価

目標数値

目標数値
Ｈ２０年度
進捗状況

Ｈ２０年度
進捗状況

環境保全課

担当課

担当課項　　　　目
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